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「新村松踏切」「押延街道踏切」の「新村松踏切」「押延街道踏切」の
四輪車（小型特殊車両含む）の通行を禁止します

　今後、村では両踏切に規制予告看板を設置するなど、十二分な予告･
周知活動を行っていきます。また、規制開始日以降は、両踏切内に四輪
車が誤って入ることのないよう、幅員を狭めるなどの工事を行う予定で
す。規制実施後は幹線道路である「原研通り」や「動燃通り」をご利用くだ
さい。なお、二輪車（バイク･自転車）と歩行者は、今までどおり通行で
きます。村では、今後も地域住民の方々が安心して通行できる“安全･安
心な踏切の確保”を目指していきますので、皆さんのご理解とご協力を
よろしくお願いします。

■問い合わせ■問い合わせ　区画整理課管理担当（　区画整理課管理担当（☎☎282-1711 内線1212）282-1711 内線1212）

～３月28日（月）午前10時から規制開始～～３月28日（月）午前10時から規制開始～
　村･ひたちなか西警察署･ＪＲ東日本は、東海駅北側１本目の踏切「新村松踏切」と東海駅南側１本目
の踏切「押延街道踏切」の四輪車（小型特殊車両含む）の通行を３月28日（月）の午前10時から禁止しま
す。これらの踏切は、事故の危険性が高いことから、村と地元自治会の方々とで要望活動を行い、平
成22年12月27日に茨城県公安委員会から四輪車全面通行禁止規制実施の意思決定がなされたため規
制することとなりました。

ひたちなか西警察署を訪れ、要望書を手
渡しました。左から岡﨑さん（ひたちなか西
警察署長）、村上村長、鈴木さん（舟石川
３区自治会長）、渡邊さん（舟石川中丸区自
治会長）、高杉さん（舟石川２区自治会長）

「新村松踏切」

≪四輪車（小型特殊車両含む）通行禁止の理由
（要望内容）≫
　東海駅北側１本目の「新村松踏切」は、踏切西
側がクランク状に曲がり、幅員も狭く、踏切東
側においても道路交差部分が丁字路になってい
るため、四輪車の擦れ違い時に、運転手同士の
いざこざや隅切り部分等の物損事故が後を絶た
ないという現状です。村では、時速130キロで
通過する特急列車と踏切を通行する車両との衝
突事故が発生すれば、想像を絶する大惨事にな
りかねないと考えており、村長と地元自治会長
とで、平成22年11月22日、ひたちなか西警察
署長に四輪車の通行禁止規制を要望しました。

場所

東海駅

至日立

新村松踏切

現状

踏切西側から撮影踏切西側から撮影

「押延街道踏切」

≪小型特殊車両通行禁止の理由（要望内容）≫
　東海駅南側1本目の「押延街道踏切」は、踏切
幅が1.8メートルと非常に狭いため、以前から
小型特殊車両（農耕車両等）を除く四輪車の通行
を禁止していました。しかし、平成18年度には、
これを無視して踏切内に進入した軽トラックが
脱輪し、特急列車とニアミスするという事故が
発生しました。村では、警察と規制の在り方を
協議し、小型特殊車両についても通行禁止にす
る方向で意見応募看板を設置しましたが反対の
意見はありませんでした。このことを踏まえ、
新村松踏切の要望と併せ、小型特殊車両の通行
禁止規制を要望しました。

場所

押延街道踏切

東海駅

至水戸

現状

踏切東側から撮影踏切東側から撮影

西側

東側

西側

東側
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●●多くの人たちに都々逸を広めていきたい
12月27日、第24回「都

ど ど い つ

逸々全国大会」（唄の部）で優勝した小室壽
ひ さ こ

子さ
ん（舟石川）と準優勝した川崎勉さん（村松）が受賞の報告に訪れまし
た。都々逸は７･７･７･５調の音律を三味線に合わせたもので、主に
寄席や座敷でうたわれてきました。常陸太田市が発祥で江戸時代
には全国でうたわれましたが、現在はそのような機会も減り、唄い手
も減少しています。小室さんは「うぐいすを／とめてしっぽり／楽しむ
梅を／そっと見ている／野

や ぼ

暮な月」と柔らかな声で大会の自由曲を披
露――「都々逸で重要なのは最後のオチ。ここで唄の楽しさが引き
出されます。まずは少しでも聞いてもらいたいです」と、披露の機会
にその魅力を伝えられるよう、毎日の練習を継続したいと話しました。 左から川崎さん、村上村長、小室さん

●● ●結婚の相談や支援をしていきます
1月11日、平成22年度「マリッジサポーター表彰」において県知事か
ら表彰を受けた根本利隆さん（竹瓦）が報告に訪れました。根本さ
んは、県が開設する「出会いサポートセンター」のマリッジサポー
ター（結婚支援相談員）として、組織的な活動だけでなく、地域にお
いても相談を受けたり、出会いの場を設けたりするなどし、１年間
で３組の結婚を成立させた功績が表彰されました。サポーターに登
録する以前から５組以上の仲人をしてきた根本さんの経験は豊富
です。根本さんは「出会いのきっかけづくりに、ぜひこの制度を活
用していただきたいと思います。社会福祉課（役場行政棟１階）にも
パンフレットがありますのでご覧になってください」と話しました。

●気持ち新たに、消防出初式が行われました
１月９日、平成23年「東海村消防出初式」が東海文化センターと
その周辺で行われました。これは、消防活動にかかわる方々が
一堂に会して行う仕事始めの行事。式典では村上村長が「類を
見ない自然災害が発生している昨今、消防活動の重要性は増
しています。そのような中、消防活動に従事する皆さん、お勤
めのある中活動している皆さんに感謝します」と日々の活動をね
ぎらいました。また、訓練の成果を披露する一斉放水や幼年消
防クラブの演技披露のほか、元気いっぱい拍子木を打ち鳴らし
ながら歩く園児らを先頭にした分列行進では、19団体622人が
足並みをそろえて行進し、気持ちを新たにしているようでした。
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村･県民税村･県民税のの申告申告ををお忘れなく！お忘れなく！
～２月１０日（木）～２月１０日（木）からから３月１５日（火）３月１５日（火）までまで～～
村･県民税村･県民税のの申告申告ををお忘れなく！お忘れなく！
～２月１０日（木）～２月１０日（木）からから３月１５日（火）３月１５日（火）までまで～～

村･県民税の申告
■日 程 等 下記の表を参照ください。
■受付時間 午前８時30分 ～ 午後４時　※窓口延長の日でも受付時間は午後４時までとなります。例年、
受付時間前に来庁される方がいらっしゃいますが、警備の都合上、庁舎内に入ることはできません
のでご了承ください。

■会 場 役場行政棟５階（原子力視察研修室）
■申告の必要がない方 ①給与所得のみの方で、会社が年末調整済みの給与支払報告書を村に提出して
いる方②同一世帯の方の申告で配偶者控除･扶養控除の対象として申告されている方③公的年金所得の
みの方で公的年金の年間支給額が148万円以下の方（昭和21年１月２日以降生まれの方は98万円以下）
■村では受け付けできないもの 村では、Ⓐ青色申告Ⓑ新規の住宅借入金等特別控除等（住宅ローン控
除等）Ⓒ株･建物･土地等の譲渡所得Ⓓ雑損控除Ⓔ収入が１千万円以上ある事業所得Ⓕ退職所得を除く
所得の合計が２千万円以上――の方の申告はお受けできません。これらの方は、太田税務署（常陸太
田市金井町3662 ☎0294-72-2171）で申告してください。

■問い合わせ 税務課住民税担当（☎282-1711 内線1117）
《村・県民税の申告受け付け（申告相談）日程》《村・県民税の申告受け付け（申告相談）日程》

期日期日 曜日曜日 指定地区等指定地区等 期日期日 曜日曜日 指定地区等指定地区等
2月10日2月10日 木木

平成22年中の収入が年金のみの方平成22年中の収入が年金のみの方
（村から通知が届かない方でも、平（村から通知が届かない方でも、平
成22年中の収入が年金のみの方は成22年中の収入が年金のみの方は
申告できます）申告できます）

２月28日２月28日 月月 岡岡･船場船場

2月14日2月14日 月月 3月１日3月１日 火火 百塚百塚･南台南台･緑ヶ丘緑ヶ丘･フローレスタフローレスタ
須和間須和間

2月15日2月15日 火火 3月２日3月２日 水水 豊岡豊岡･亀下亀下
2月16日2月16日 水水 3月３日3月３日 木木 川根川根･照沼照沼･原子力機構（箕輪）原子力機構（箕輪）
2月17日2月17日 木木 3月４日3月４日 金金 全地区全地区
2月18日2月18日 金金 3月７日3月７日 月月 内宿１内宿１･内宿２内宿２
2月21日2月21日 月月 3月８日3月８日 火火 外宿１外宿１･外宿２外宿２

2月22日2月22日 火火 宿宿･原子力機構（百塚原子力機構（百塚･長堀1長堀1･長堀長堀
2）2） 3月９日3月９日 水水 竹瓦竹瓦･舟石川３舟石川３

2月23日2月23日 水水 真崎真崎 3月10日3月10日 木木 舟石川１舟石川１

2月24日2月24日 木木 須和間須和間･押延押延 3月11日3月11日 金金 舟石川中丸舟石川中丸･舟石川２舟石川２･原子力機原子力機
構（荒谷台）構（荒谷台）

2月25日2月25日 金金 白方白方･豊白豊白･村松北村松北 3月14日3月14日 月月 全地区全地区
2月27日2月27日 日日 平成22年中の収入が給与のみの方平成22年中の収入が給与のみの方 3月15日3月15日 火火 全地区全地区

村では、平成23年度の村･県民税の申告（申告相談）を実施します。
平成22年中に無職･無収入の方でも、平成23年度の国民健康保険税や保育料等の算定、「村･県民税課税証明書

（非課税証明書）」の発行も村･県民税の申告に基づきますので、必ず期間内に申告してください（同一世帯の方の申告で
配偶者控除･扶養控除の対象として申告されている場合を除く）。なお、月曜日から金曜日に来場できない給与所得者（平
成22年中の収入が給与所得のみの方に限る）の方を対象として、２月27日（日）に申告相談を行います。また、村･県民
税申告書を１月下旬に郵送していますが、申告書が届かない方でも申告の必要のある方は、必ず申告してください。

太田税務署による住宅借入金等特別控除等太田税務署による住宅借入金等特別控除等
（以下「住宅ローン控除等」という）の確定申告説（以下「住宅ローン控除等」という）の確定申告説
明会が平成22年からなくなりました。住宅を明会が平成22年からなくなりました。住宅を
新規に取得した場合の「住宅ローン控除等」の新規に取得した場合の「住宅ローン控除等」の
申告について相談を希望される方は、必要書申告について相談を希望される方は、必要書
類をご用意の上、太田税務署にご相談ください。類をご用意の上、太田税務署にご相談ください。

新規の「住宅ローン控除等」の新規の「住宅ローン控除等」の
相談は太田税務署で相談は太田税務署で

■期 日 ２月20日（日）･27日（日）
■会 場 茨城県職業人材育成センター（水
戸市水府町864-4）※両日は太田税務署が閉庁
となるため、太田税務署での申告はできません。
■問い合わせ 太田税務署個人課税部門（☎
0294-72-2172）

日曜日の所得税の日曜日の所得税の
申告会場について申告会場について
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人権擁護委員を紹介します

　村には、現在４人の人権擁護委員（任期３年）が
活動しており、地域住民の人権が侵されることのな
いよう、日々相談援助業務、啓発活動等に励んで
います。このたび、委員の池田静さんが再委嘱され
ましたので、あらためて委員の皆さんを紹介します。

【人権擁護委員】

【人権相談】
日　　時　毎週金曜日 午前10時～午後２時
場　　所　総合福祉センター「絆」
問い合わせ　東海村社会福祉協議会（☎282-2804）

新しい教育委員を

紹介します

　任期満了に伴う、舛井正義さんの退任により、
新たに、小泉裕理子さん（石神外宿）が議会の同
意を得て教育委員に就任しました。小泉さんは
「明日の茨城を考える女性フォーラム｣委員、「東
海村を原子力センターにする懇談会」委員等を
務め、このたび教育委員に選任されました。

【東海村教育委員】
越塚　ゆかり（委員長／任期：平成25年12月19日まで）
原　淑行（任期：平成24年10月５日まで）
塙　厚（任期：平成24年10月５日まで）
小泉　裕理子（新任／任期：平成26年12月21日まで）
髙橋　健彦（教育長／任期：平成23年12月14日まで）

問い合わせ▼学校教育課企画総務担当（☎282-
1711 内線1411）

人権に関する相談は人権擁護委員へ
　いじめ、差別問題、家庭内問題、外国人に関する
問題等、人権に関してお困りのことがありましたら
お気軽にご相談ください。人権擁護委員に直接電話
しても結構です。相談に関する秘密は厳守します。

問い合わせ▼社会福祉課福祉総務担当（☎282-
1711 内線1182）

石井　　勉 舟石川649-35 ☎282-3589
市毛久美子 竹瓦1275 ☎0294-52-1366
中川　輝夫 舟石川916-2 ☎283-1637
池田　　静 豊白1丁目12-40 ☎282-7695

小泉　裕理子（こいずみ･ゆりこ）

石神外宿在住
任期：平成22年12月22日から
平成26年12月21日まで

≪教育委員会とは≫
　教育委員会は５人の委員（任期４年）で構成され、
学校の運営や管理、教育方針、青少年教育等、教
育に関する事項について管理･執行する機関です。

池田　静（いけだ･しず）

豊白在住
任期：平成23年１月１日から
平成25年12月31日まで
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屋外放送が無料で聞けるテレホンサービス（☎0120-42-4848）

お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

問合せ 保健センター（☎282-2797）
●のびのび健康体操（チューブ体操、ストレッチ体操など）

期日 場所
４日（金）総合福祉センター「絆」
18日（金）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～10時45分
対象 村内在住で65歳以上の方
●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）

期日 場所
２日（水）総合福祉センター「絆」
10日（木）中丸コミュニティセンター
16日（水）総合福祉センター「絆」
25日（金）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～11時
対象 村内在住で40歳以上65歳未満の方

●２月の休日診療●

診療時間 午前９時30分から午後２時まで※正午～午後１時を除きます。
期日 医療機関名 電話番号

６日（日）茨城東病院 282-1151
11日（金）村立東海病院 282-2188
13日（日）尾形クリニック 282-4781
20日（日）村立東海病院 282-2188
27日（日）東海クリニック 283-1711
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセン
ター（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎#8000）
すべての電話から（☎254-9900）

●２月の健康体操参加者募集●

●12月の村内交通事故発生状況●

発生件数 死者数 負傷者数

件数 28 ０ 32
累計

（１月から） 235 ０ 309

前年比 +27 －２ +62

暮
ら
し

「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養

「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養

成
講
座
」を
開
催

成
講
座
」を
開
催

　

村
の
観
光
資
源
や
歴
史･

文
化
等
の
知

識
を
得
て「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」

と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
２
月
15
日（
火
）･

22
日（
火
）…
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分　

３
月
５
日

（
土
）…
午
後
１
時
〜
４
時　

３
月
８
日

（
火
）…
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー「
え
が
お
」ほ
か

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

定
員
▼
先
着
30
人

内
容
▼
▽
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
知
識

と
お
も
て
な
し
の
心
▽
村
の
観
光
資
源
と

歴
史･

文
化
に
関
す
る
知
識
▽
大
神
宮
や

村
松
山
虚
空
蔵
堂
で
の
実
地
研
修
▽
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
先
進
地
研
修

受
講
料
▼
５
０
０
円
／
人

・

２
月
８
日（
火
）ま
で
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
え
が
お
」（
☎

283
局
４
５
３
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

乳
児
・
小
児
の
た
め
の「
普
通
救

乳
児
・
小
児
の
た
め
の「
普
通
救

命
講
習
会
」を
開
催

命
講
習
会
」を
開
催

日
時
▼
２
月
26
日（
土
） 

午
前
９
時
〜
正
午

場
所
▼
消
防
署

定
員
▼
先
着
20
人（
最
少
催
行
人
数
５
人
）

内
容
▼
乳
児
や
小
児
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

せ

い生

法･

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い･

異
物
除
去

等
、
実
技
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

受
講
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
①
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
②
講
習
修
了
者
へ
普
通
救

命
講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
③
普

通
救
命
講
習
会
を
受
講
し
て
２
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
方
も
、
普
通
救
命
講

習
修
了
証
を
持
参
の
上
、
再
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。
④
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス

（
無
料
）が
あ
り
ま
す
の
で
、
２
月
18
日

（
金
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

２
月
１
日（
火
）か
ら
23
日（
水
）ま

で
に
、
消
防
署
救
急
救
助
担
当（
☎
282

局
２
０
３
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

阿
漕
ヶ
浦
公
園
管
理
棟
の
改
修

阿
漕
ヶ
浦
公
園
管
理
棟
の
改
修

工
事
を
し
て
い
ま
す

工
事
を
し
て
い
ま
す

　

阿
漕
ヶ
浦
公
園
管
理
棟
の
改
修
工
事
に

伴
い
、
３
月
28
日（
月
）ま
で
、
管
理
棟
の

出
入
り
口（
玄
関
）を
北
側（
下
図
参
照
）に

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康･

医
療

婦
人
科
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

婦
人
科
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

を
実
施

を
実
施

期
間
▼
２
月
16
日（
水
）〜
３
月
12
日（
土
） 

※
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

都
市
政
策
課
緑
化
推
進
担
当（
内
線

１
２
４
３
）、
阿
漕
ヶ
浦
公
園
管
理
棟（
☎

282
局
３
８
３
５
）

管
理
棟

管
理
棟

出入り口出入り口

阿漕ヶ浦公園阿漕ヶ浦公園
ホッケー場ホッケー場
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小
児
慢
性
疾
患
ピ
ア
相
談

小
児
慢
性
疾
患
ピ
ア
相
談

　

小
児
慢
性
疾
患
の
お
子
さ
ん
を
育
て
て

い
る
方
の
不
安
や
悩
み
を
、
同
じ
よ
う
な

経
験
を
持
つ
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で（
祝
日
を
除

く
）の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
に
、
茨

福
祉

　

唯
一
予
防
で
き
る〝
が
ん
〞と
い
わ
れ
て

い
る
子
宮
頸け

い

が
ん
と
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
２
月
19
日（
土
）

時
間
▼
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

子
宮
頸
が
ん
と
予
防
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
と
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

　

村
で
は
、
１
月
28
日（
金
）を
回
答
期
限
と

し
、「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
第
５
期
高
齢
者
福

祉
計
画･

介
護
保
険
事
業
計
画
」の
策
定
に
当

た
り
、地
域
が
抱
え
る
課
題
や
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に
行
う
調
査
で
す

（
平
成
22
年
12
月
１
日
現
在
で
村
内
に
住
所

を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方
、
約
１
１
０
０
人

を
対
象
）。
※
調
査
の
精
度
を
高
め
る
た
め
、

回
答
期
限
を
過
ぎ
て
も
調
査
票
の
返
信
が
な

い
方
の
お
宅
へ
は
担
当
地
域
の
民
生
委
員
が

訪
問
し
、
調
査
票
を
回
収
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
担
当（
内
線

１
１
６
４
）

「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」に

「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
茨
城
県
北
西
部
地
域
リ
ハ
ビ
リ

「
茨
城
県
北
西
部
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
」を
開
催

テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
」を
開
催

日
時
▼
２
月
12
日（
土
） 

午
後
３
時
〜
５
時

場
所
▼
常
陸
太
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
常
陸
太
田
市
中
城
町
３
２
８
０
）

内
容
▼
①
講
演 

演
題
…「
介
護
か
ら
発

見
！
今
か
ら
で
き
る
準
備
〜
あ
な
た
と

私
の
笑
顔
の
た
め
に
〜
」 

講
師
…
遥
洋

子
さ
ん（
タ
レ
ン
ト
）　

②
介
護
に
つ
い

て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー 

出
演
…
遥
洋
子

さ
ん
、
大
田
仁
史
さ
ん（
茨
城
県
立
健

康
プ
ラ
ザ
管
理
者
）　

参
加
費
▼
無
料

志
村
大
宮
病
院
管
理
部（
常
陸
大
宮
市

上
町
３
１
３ 

☎
０
２
９
５
‐
５
３
‐

２
１
７
０
）

受
付
時
間
▼
正
午
〜
午
後
１
時

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
…
村
内
在
住
で

20
歳
以
上
の
女
性　

乳
が
ん
検
診
…
村

内
在
住
で
30
歳
以
上
の
女
性　

骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
…
村
内
在
住
で
30
歳
、

35
歳
、
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、

60
歳
、
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
の
女
性（
平

成
23
年
３
月
31
日
現
在
）

そ
の
他
▼
▽
本
年
度
中
に
、
子
宮
頸
が
ん

検
診･

乳
が
ん
検
診
の
施
設
検
診
を
受

け
た
方
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
▽
女

性
特
有
の
が
ん
検
診（
子
宮
頸
が
ん･

乳

が
ん
検
診
）の
ク
ー
ポ
ン
券
を
ま
だ
使

用
し
て
い
な
い
方
は
、
今
回
の
検
診
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
▽
乳
が
ん
検
診
の

ク
ー
ポ
ン
券
を
ご
利
用
の
方
は
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
を
実
施
す
る
２
月

24
日（
木
）か
ら
３
月
９
日（
水
）ま
で
の

間
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

・

転
入
等
に
よ
り
申
し
込
み
を
し
て

い
な
い
方
で
検
診
を
希
望
す
る
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

定
員
▼
先
着
１
２
０
人

演
題
▼「
子
宮
頸
が
ん
の
ワ
ク
チ
ン
っ
て

な
に
？
」

講
師
▼
川
井
伸
さ
ん（
村
立
東
海
病
院
医
師
）

入
場
料
▼
無
料

・

２
月
10
日（
木
）ま
で
に
、
保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

城
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会（
☎
244
局

４
５
３
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
折
り
返
し
相

談
員
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

茨
城
県
子
ど
も
家
庭
課（
☎
301
局

３
２
５
７
）

「
家
族
介
護
者
交
流
会
」を
開
催

「
家
族
介
護
者
交
流
会
」を
開
催

　

要
介
護
２
以
上
の
常
時
介
護
が
必
要
な

方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
を
対
象
に

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
16
日（
水
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

集
合
場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

開
催
場
所
▼
は
ぎ
屋
旅
館（
日
立
市
水
木

町
１
‐
１
‐
１
５
）

定
員
▼
先
着
50
人

内
容
▼
介
護
体
験
の
懇
談
等 

※
食
事
や

入
浴
も
し
ま
す
。

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
入
浴
す
る
方
は
、
タ
オ
ル
な
ど

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・

１
月
31
日（
月
）ま
で
に
、
な
ご

み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
１
６
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
を
助
成
し
ま
す

種
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

村
で
は
、
女
性
の
健
康
増
進
と
子
宮
頸け

い

が
ん
の
罹り

か

ん患
を
予
防
す
る
た
め
、
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を

始
め
ま
し
た
。

対
象
▼
村
内
在
住
で
15
歳
の
女
子（
平
成

23
年
４
月
１
日
現
在
）

そ
の
他
▼
対
象
者
に
は
受
診
券
を
郵
送
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い
て
な
い
方
や
転

入
し
た
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）
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●２月の健康相談●

場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）
●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

10日（木）
９:30～11:00
13:00～14:00

元気アップ健康相談 ※予約制
　（健康に関する相談）

10日（木）
９:30～11:00
13:00～14:00

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 ３日（木）
13:00～13:45

平成22年９月
生まれの子

１歳６か月児 ２日（水）
13:00～13:45

平成21年７月
生まれの子

３歳児 ９日（水）
13:00～13:45

平成19年12月
生まれの子

２歳半歯科 ４日（金）
13:00～14:00

平成20年７月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 15日（火）
13:00～13:20

平成22年11月
生まれの子

ついんくる
クラブ

８日（火）
９:45～10:00

双子･三つ子を妊
娠中、育児中の方

●２月の心配ごと相談･人権相談･行政相談等●

場　所 心配ごと相談所（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）
相談日 時間 相談種別

４日（金）10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談･行政相談

18日（金）10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談13:00～15:00 行政書士による相談

25日（金）10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談･行政相談
毎週

月･水曜日
13:30～15:00
（祝日を除く）

心配ごと電話相談
（☎282-0917）

●２月のニート相談･ＤＶ相談･消費生活相談●

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 自治推進課村民相談室（内線1275）
●ニート相談（☎287-0862）

期　日 毎週火･金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～５時
●DV相談（☎287-0863）

期　日 毎週月･水･木曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時
●消費生活相談（☎287-0858）

期　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

「
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」

「
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」

を
開
催

を
開
催

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽ら

く
ら
く
ち
ゃ

楽
茶
の
間ま

が
村
か
ら
の

委
託
を
受
け
て
行
っ
て
い
る「
生
き
が
い

づ
く
り
支
援
事
業
」。
健
康
体
操
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
も
楽

期　日 場　所

２月１日
（火）

真崎コミュニティセンター
なごみ･総合支援センター
豊白区自治集会所

２月４日
（金）

石神コミュニティセンター
舟石川中丸区自治集会所
外宿２区自治集会所

２月８日
（火）

舟石川コミュニティセンター
なごみ･総合支援センター
豊白区自治集会所

２月15日
（火）

石神コミュニティセンター
なごみ･総合支援センター
百塚区自治集会所

２月18日
（金）

村松コミュニティセンター
豊白区自治集会所
百塚区自治集会所

２月22日
（火）

舟石川コミュニティセンター
なごみ･総合支援センター
百塚区自治集会所

２月25日
（金）

中丸コミュニティセンター
豊白区自治集会所
内宿１区自治集会所

し
く
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
▼
左
表
参
照

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
３
５
０
円
／
回（
昼
食
代
）

岡
部
ち
い
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽
楽

茶
の
間
事
務
局 

☎
284
局
０
２
１
５
）

育
児
講
座「
親
子
で
遊
ぼ
う
」
を

育
児
講
座「
親
子
で
遊
ぼ
う
」
を

開
催
開
催 子

育
て

「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」
を

「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」
を

開
催
開
催

　
「
誰
に
で
も
」「
立
っ
て
で
も
座
っ
て
で

も
」で
き
る
、
介
護
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ
の

た
め
の
体
操
教
室
で
す
。

「
障
害
者
就
職
面
接
会
」を
開
催

「
障
害
者
就
職
面
接
会
」を
開
催

　

障
が
い
者
の
就
職
機
会
の
拡
大
と
、
職

業
的
自
立
を
援
助
す
る「
障
害
者
就
職
面

接
会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
17
日（
木
）

時
間
▼
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所
▼
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸（
水

戸
市
宮
町
１
‐
６
‐
１
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸（
☎
231
局
６
２
２
５
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸
、
介
護
福
祉
課
障

が
い
支
援
担
当（
内
線
１
１
６
６
）

　

寒
い
こ
の
時
期
、
親
子
で
体
を
動
か
し

一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
２
月
９
日（
水
）

期
日
▼
２
月
７
日（
月
）･

14
日（
月
）、
３

月
14
日（
月
）･

31
日（
木
）

時
間
▼
午
前
10
時
〜
10
時
45
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー「
絆
」

参
加
費
▼
無
料

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282

局
４
３
０
０
）※
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

２
月
の
中
央
公
民
館
講
座

２
月
の
中
央
公
民
館
講
座

　

中
央
公
民
館
で
は
、
各
種
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
定
員
を
設
け
て
い
な
い
次

の
講
座
は
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
名
・
日
程
▼
左
表
参
照

受
講
料
▼
無
料（
資
料
代
等
は
別
途
）

・

各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
中
央

公
民
館（
☎
282
局
３
３
２
９
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

講座名 期　日 時　間

江戸の粋と洒落‐紋切り遊び ２日（水） 13:30～15:30

民話･童話と出会う ９日（水） 10:00～12:00

魚食文化と日本人 12日（土）
26日（土） 13:30～15:30

食と健康 18日（金） 13:30～15:30

身近な原子力と環境問題 19日（土） 13:30～15:30

水戸藩の人々 23日（水） 10:00～12:00

「
と
〜
ん
と
、
む
か
し
話
の
会
」を

「
と
〜
ん
と
、
む
か
し
話
の
会
」を

開
催
開
催

　

図
書
館
で
は
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー「
コ

ン
コ
ン
ク
シ
ュ
ン
」･

語
り「
し
し
と
き
つ

ね
」な
ど
、
昔
話
の
お
話
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
１
月
29
日（
土
） 

午
後
２
時
〜
３
時

場
所
▼
村
立
図
書
館

そ
の
他

県
が
設
置
す
る「
明
日
の
地
域
づ
く
り
委

員
会
」は
、
住
み
よ
い
茨
城
づ
く
り
の
推
進
の

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
在
り
方
等
を
話

し
合
い
、
県
に
対
し
て
提
言
す
る
も
の
で
す
。

活
動
内
容
▼
①
月
１
回
程
度
の
委
員
会

で
、地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

２
か
年
で
提
言
を
ま
と
め
ま
す
。
②
年

１
回
現
地
研
修
会
を
行
い
ま
す
。③「
い

ば
ら
き
創
り
１
０
０
０
人
委
員
会
」の

一
員
と
し
て
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
▼
県
内
在
住
の
方 

※
地
方
公

共
団
体
の
長
や
議
員
、常
勤
の
公
務
員
、

過
去
４
年
以
内（
２
期
分
）に「
明
日
の

地
域
づ
く
り
委
員
会
」委
員
を
経
験
し

た
方
は
除
き
ま
す
。

募
集
人
員
▼
12
人
程
度（
県
央
地
域
の
委
員
）

任
期
▼
２
年
間（
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
25

年
３
月
ま
で
）

・

自
治
推
進
課
村
民
相
談
室（
役
場

行
政
棟
２
階
）備
え
付
け
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
２
月
28

日（
月
）（
当
日
消
印･

着
信
有
効
）ま
で

に
郵
送･

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
、
茨
城
県
広
報
広
聴

課（
〒
３
１
０
‐
８
５
５
５ 

水
戸
市
笠

原
町
９
７
８
‐
６ 

☎
301
局
２
１
４
０ 

301
局
２
１
６
９ 

koho2@
pref.

ibaraki.lg.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
明
日
の
地
域
づ
く
り
委
員

「
明
日
の
地
域
づ
く
り
委
員

会
」委
員
募
集

会
」委
員
募
集

募 集

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

募 集

東
海
村
臨
時
職
員（
一
般
事

東
海
村
臨
時
職
員（
一
般
事

務
補
助
）募
集

務
補
助
）募
集

雇
用
要
件
▼
①
役
場
に
通
勤
が
可
能
②
パ

ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド･

エ
ク
セ
ル
）の
基
本

的
な
操
作
が
で
き
る
③
普
通
自
動
車
の

運
転
免
許
を
有
す
る
―
―
を
満
た
す
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
か
ら
６
か
月（
更

新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

賃
金
等
▼
賃
金
…
時
給
１
０
７
０
円　

諸

手
当
…
通
勤
手
当　

福
利
厚
生
…
社
会

保
険（
健
康
保
険･

厚
生
年
金
保
険
等
）

と
雇
用
保
険
に
加
入

業
務
内
容
等
▼
Ａ
…
第
２
次
東
海
村
環
境

基
本
計
画
の
策
定
に
関
す
る
業
務（
１

人
）　

Ｂ
…
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
中
心
と

す
る
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
に
関
す
る
業

務（
１
人
）

選
考
方
法
▼
Ａ
は
２
月
10
日（
木
）、
Ｂ
は
２

月
14
日（
月
）に
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

・

２
月
７
日（
月
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）と

運
転
免
許
証
の
写
し
を
持
参
の
上
、
Ａ

は
環
境
政
策
課
環
境
計
画
推
進
室（
役

場
行
政
棟
４
階 

内
線

１
４
５
３
）、
Ｂ
は
政
策

推
進
課
政
策
推
進
担
当

（
役
場
行
政
棟
３
階 

内
線
１
３
３
２
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時
間
▼
午
前
10
時
〜
11
時

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
２
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

講
師
▼
太
田
光
子
さ
ん（
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
飲
み
物
や
上
靴
を
持
参
の

上
、
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
▽
遊
び
で
使
用
す
る
バ
ス
タ
オ

ル
と
新
聞
紙（
各
１
枚
）を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

・

２
月
２
日（
水
）の
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で（
正
午
〜
午
後
１
時

を
除
く
）に
、
電
話
で
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー（
百
塚
保
育
所
内
☎
270
局

５
６
６
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
２
月
１
日（
火
）･

２
日（
水
）に
は
、

長
堀
す
こ
や
か
ハ
ウ
ス
ま
た
は
児
童
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
▼
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

村
立
図
書
館（
☎
282
局
３
４
３
５
）※
事

前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
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県
と
県
内
市
町
村
、
交
通
事
業
者
等
で

構
成
す
る「
茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
会

議
」（
会
長 

橋
本
昌･

茨
城
県
知
事
）で
は
、

２
月
１
日（
火
）か
ら
３
月
31
日（
木
）ま
で

「
い
ば
ら
き
公
共
交
通
利
用
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。

【
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら
き
〜
マ
イ

カ
ー
利
用
を
控
え
る
日
〜
】

　

通
勤
時
の
マ
イ
カ
ー
利
用
を
控
え
る
運

動
を
通
し
て
、公
共
交
通
の
利
用
促
進
等
、

環
境
負
荷
の
軽
減
に
配
慮
し
た
行
動
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

県
内
一
斉
取
組
日
▼
２
月
９
日（
水
）

【
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

期
日
▼
２
月
17
日（
木
）

時
間
▼
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

「
男
女
共
同
参
画
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

「
男
女
共
同
参
画
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

援
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

　

資
格
や
技
能
を
生
か
し
て
活
躍
し
て
い

る
女
性
を
交
え
た
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
２
月
16
日（
水
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
▼
女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支
援

室（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
７
‐
４
１
）

定
員
▼
先
着
50
人

講
師
等
▼
川
村
貴
子
さ
ん（
キ
ャ
リ
ア
カ

茨
城
大
学
と
の
共
催
に
よ
る
公

茨
城
大
学
と
の
共
催
に
よ
る
公

開
講
座
を
開
催

開
講
座
を
開
催

　

村
で
は
、
茨
城
大
学
と
の
連
携
協
定
に

基
づ
く
公
開
講
座「
原
子
力
施
設
と
地
域

社
会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
・
場
所
▼
２
月
12
日（
土
）･

13
日

（
日
）…
テ
ク
ノ
交
流
館
リ
コ
ッ
テ
ィ　

２
月
19
日（
土
）･

20
日（
日
）…
茨
城
大

学（
水
戸
市
文
京
２
‐
１
‐
１
）

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
５
時
50
分

※
12
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
20
日
は
午

後
４
時
10
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

定
員
▼
１
講
座
当
た
り
１
０
０
人
程
度

講
師
▼
12
日
…
村
上
達
也（
東
海
村
長
）･

大
嶋
和
雄
さ
ん（
元
地
質
調
査
総
合
セ

ン
タ
ー
）　

13
日
…
鈴
木
國
弘
さ
ん（
Ｊ

‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
）･

酒
井
一
夫
さ

ん（
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
）･

土
屋

智
子
さ
ん（
電
力
中
央
研
究
所
）･

泉
清

志
さ
ん（
茨
城
大
学
地
域
総
合
研
究
所
）

19
日
…
齊
藤
充
弘
さ
ん（
福
島
工
業
高

等
専
門
学
校
）･

乾
康
代
さ
ん（
茨
城
大

学
）･

帯
刀
治
さ
ん（
茨
城
大
学
）･

渋
谷

敦
司
さ
ん（
茨
城
大
学
地
域
総
合
研
究

所
）　

20
日
…
鷲
津
雅
也
さ
ん（
原
子
力

安
全･

保
安
院
）･

有
賀
絵
理
さ
ん（
茨
城

大
学
）･

原
口
弥
生
さ
ん（
茨
城
大
学
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
１
日
ま
た
は
１
講
座（
90
分
）の

み
の
聴
講
も
可
能
で
す
。

政
策
推
進
課
政
策
推
進
担
当（
内
線

１
３
３
１
）※
詳
し
く
は
、村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

外
国
の
女
性
の
す
て
き
な
生
き

外
国
の
女
性
の
す
て
き
な
生
き

方
講
演
会
を
開
催

方
講
演
会
を
開
催

　

県
主
催
の
女
性
海
外
派
遣
事
業
に
参
加

し
た
講
師
が
、
オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
の

教
育･

福
祉
を
通
し
て
見
た
女
性
の
生
き

方
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

期
日
▼
２
月
９
日（
水
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
姉
妹
都
市
交
流
会
館（
役
場
西
側
）

対
象
等
▼
村
内
在
住
の
方（
先
着
20
人
）

演
題
▼「
男ひ

と女
が
好
き
…
ふ
れ
あ
っ
て
…
つ

な
が
っ
て
…
〜
才
能
に
定
年
は
な
い
〜
」

講
師
▼
鎌
田
ま
り
さ
ん

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・

２
月
２
日（
水
）ま
で
に
、
自
治
推

進
課
ハ
ー
モ
ニ
ー･
交
流
担
当（
内
線

１
３
４
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
い
ば
ら
き
公
共
交
通
利
用
促
進

「
い
ば
ら
き
公
共
交
通
利
用
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣｣

を
実
施

を
実
施

さ
ち
の
み
ふ
れ
あ
い
雪
ま
つ
り

さ
ち
の
み
ふ
れ
あ
い
雪
ま
つ
り

　

そ
り
遊
び
の
で
き
る
ゲ
レ
ン
デ
を「
幸

の
実
園
」園
庭
に
作
り
ま
す
。

期
日
▼
２
月
５
日（
土
）･

６
日（
日
）

時
間
▼
午
前
８
時
〜
午
後
２
時

場
所
▼
幸
の
実
園(

石
神
内
宿
１
２
１
３
）

さ
ち
の
み
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
幸

の
実
園
内 

☎
282
局
０
６
４
４
）

ウ
ン
セ
ラ
ー
）･

見
澤
道
子
さ
ん（
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
ジ
ュ
エ
リ
ー
Ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
ａ

主
宰
）･

田
野
島
万
由
子
さ
ん（
ベ
ジ
フ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
い
ば
ら
き
代
表
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
現
在
雇
用
保
険
を
受
給
し
て

い
る
方
に
は
、
求
職
活
動
の
一
環
と
し

て
の
参
加
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。
▽

車
で
ご
来
場
の
際
は
、
無
料
利
用
券
を

発
行
し
ま
す
の
で
、
三
の
丸
庁
舎（
水

戸
市
三
の
丸
１
‐
５
‐
３
８
）の
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・

女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支
援

室（
☎
233
局
３
９
８
２
）

場
所
▼
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー（
水
戸
市
）

内
容
▼
基
調
講
演「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
故
郷
の
た
め
に
〜
住
民
協
働
型
交

通
ま
ち
づ
く
り
〜
」（
森
栗
茂
一
さ
ん･

大
阪

大
学
教
授
）の
ほ
か
、「
国
の
地
域
公
共
交

通
施
策
の
方
向
に
つ
い
て
」の
情
勢
報
告
、

「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
公
共
交
通
の

あ
り
方
」を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

参
加
費
▼
無
料

【
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
】

　
「
大
洗
鹿
島
線･

ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
１
」（
２
月
19
日
）や「
水
郡
線･

利

用
促
進
イ
ベ
ン
ト
」（
３
月
26
日
）、
県
内

高
校
新
入
生
へ
の
通
学
お
試
し
乗
車
券
の

配
布
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【

】

　

茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議
事
務
局

（
茨
城
県
企
画
課
内 

☎
301
局
２
５
３
６
）、

東
海
村
政
策
推
進
課（
内
線
１
３
３
６
）※

「
茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議
」ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（

http://w
w
w
.koutsu-ibaraki.

jp/

）を
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、
南台、緑ヶ丘、押延、須和間、川根、照沼、豊岡、亀下、フローレスタ須和間 （毎週） 月曜日・木曜日 ３日・７日・10日・14日・

17日・21日・24日・28日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀１･長堀２）、
長堀寮、外宿１、外宿２、船場、竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週） 火曜日・金曜日 １日・４日・８日・11日・

15日・18日・22日・25日

２月の資源物･ごみ収集日割表（祝日の収集も行います） 問い合わせ　ごみゼロ推進課（☎282-7289）

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） １日・15日
原子力機構（長堀１･長堀２）、長堀寮、舟石川３、
外宿１、外宿２、竹瓦 ３日・17日

緑ヶ丘、南台、豊岡、亀下 ４日・18日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ７日・21日
白方、岡、原子力機構（百塚） ８日・22日
舟石川１、船場 10日・24日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 11日・25日

舟石川２、舟石川中丸 14日・28日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

２日・９日
16日・23日

船場、照沼 2日・16日
原子力機構（長堀１･長堀２･
荒谷台･箕輪）、須和間、
フローレスタ須和間

1日・８日
15日・22日

緑ヶ丘 １日・15日
白方 ８日・22日

舟石川１、原子力機構（百塚） ３日・10日
17日・24日

宿、押延、岡 ３日・17日

外宿１ 10日・24日

内宿１、亀下 ４日・11日
18日・25日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ４日・18日
竹瓦 11日・25日

舟石川２ ７日・14日
21日・28日

南台、川根 ７日・21日
豊白 14日・28日
※各回収日の午前７時から８時30分まで
に出してください。

燃えるごみ

資 源 物

今
月
は
、
冬
に
か

か
り
や
す
い
子
ど
も

の
病
気
、
ウ
イ
ル
ス

性
胃
腸
炎
の「
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
」と
、
呼

吸
器
感
染
症
の「
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
」に
つ

い
て
の
お
話
で
す
。

■
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

前
回
の「
げ
ん
き
ア
ッ
プ
通
信
」（「
広

報
と
う
か
い
」平
成
22
年
12
月
25
日
号
）

で
お
伝
え
し
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
秋

か
ら
年
末
に
か
け
て
流
行
し
や
す
い
こ

と
が
特
徴
で
す
が
、
今
回
お
伝
え
す
る

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
、
１
月
か
ら
４
月
ご
ろ

に
か
け
て
流
行
す
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
潜
伏
期
間
は
、
24

時
間
か
ら
72
時
間
と
発
症
ま
で
に
少
々

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
主
な
症
状
と
し

て
、
嘔お

う

と吐･

下
痢･

発
熱
が
あ
り
、
多
く

は
嘔
吐
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
症
状
は
、

半
日
か
ら
２
日
間
程
度
と
長
期
間
に
は

及
び
ま
せ
ん
が
、
発
熱
を
伴
い
、
腹
痛

が
起
こ
っ
て
か
ら
下
痢
が
始
ま
り
ま

す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
よ
り
も
発
熱

す
る
頻
度
が
高
く
、
白
色
で
水
っ
ぽ
い

便
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
初
め
て

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
は
、

少
し
下
痢
が
長
引
く
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経

路
は
、
人
か
ら
人
へ
の
経
口

感
染
が
主
で
、
患
者
の
便

中
の
ウ
イ
ル
ス
が
何
ら
か
の

形
で
ほ
か
の
人
の
口
に
入
っ

て
感
染
し
ま
す
。
汚
染
さ

れ
た
水
や
食
物
、
手
す
り

や
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
物
の
表

面
を
触
る
こ
と
で
感
染
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
感

染
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
現

在
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

特
効
薬
は
な
い
た
め
、
下

痢
や
嘔
吐
に
よ
る
脱
水
症

状
に
注
意
し
て
対
症
療
法

を
行
い
ま
す
。
市
販
の
イ

オ
ン
飲
料
等
を
少
し
ず
つ
何
度
も
飲
ま

せ
る
な
ど
し
て
、
水
分
補
給
を
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
下
痢
止
め
薬
を

用
い
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
の
排
出
を
遅
ら
せ

て
し
ま
い
、
回
復
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、
風
邪
の
原
因
と
な

る
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
で
、
２
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
ほ
と
ん
ど
が
感
染
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
発
熱
し
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、

熱
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
受
診
せ
ず
放
っ
て

お
く
と
重
症
化
し
た
り
、
周
囲
の
子
ど
も

に
拡
大
す
る
危
険
性
を
含
ん
で
い
ま
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
潜
伏
期
間
は
２
日
か

ら
５
日
程
度
で
あ
り
、
主
な
症
状
に
は

発
熱･

鼻
水･

咳せ
き

等
が
あ
り
ま
す
。
通
常

１
週
間
か
ら
２
週
間
程
度
で
良
く
な
り

ま
す
が
、
２
歳
以
下
の
子
ど
も
で
は
、
し

ば
し
ば
上
気
道
炎･

下
気
道
炎
に
進
展

し
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
発
症
す
る
こ

と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
特
に

重
症
化
し
や
す
い
の
は
、
生
後
６
か
月
以

内
の
お
子
さ
ん
、
36
週
未
満
の
早
産
児
、

心
疾
患
の
あ
る
お
子
さ
ん
、
慢
性
疾
患

や
免
疫
不
全
、
神
経
系
の
病
気
の
あ
る

お
子
さ
ん
で
す
。
こ
の
感
染
症
は
お
た
ふ

く
か
ぜ
や
水み

ず
ぼ
う
そ
う

泡
瘡
等
と
は
違
い
、
一
度
感

染
し
て
も
免
疫
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
何
度
で
も
感
染
し
ま
す
。

た
だ
し
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
症
状
は

軽
く
な
っ
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
非
常
に

強
く
、
感
染
経
路
は
、
接
触
や
、
く
し
ゃ

み･

咳
等
か
ら
の
飛ひ

ま

つ沫
に
よ
り
ま
す
。
感

染
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て
も
特
効
薬
は
な
く
、
対
症
療

法
で
症
状
が
和
ら
ぐ
の
を
待
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
た
ん
を
出
し
や
す
く
す
る

薬
や
気
管
支
拡
張
剤
等
の
薬
を
使
う
、

水
分
を
た
く
さ
ん
取
る
―
―
な
ど
し
て

体
を
休
め
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

105

冬に感染しやすい冬に感染しやすい

ロタウイルスとＲＳウイルスロタウイルスとＲＳウイルス
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発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　
（
株
）あ
け
ぼ
の
印
刷
社

広
報 

と
う
か
い
1
月
25
日
号

圷
あくつ

貴
た か ひ ろ

大さん
（船場）

さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
回
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
に
勤
務
す
る
圷
貴
大
さ
ん（
24
歳
）の
登
場
で
す
。

高
校
卒
業
と
と
も
に
就
職
し
、
契
約
に
関
す
る
業
務

に
携
わ
っ
て
５
年
目
と
な
る
貴
大
さ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な

部
署
の
業
務
を
把
握
し
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、
日
々

勉
強
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
貴
大
さ
ん
の
趣
味
は
車
で
す
。
就
職
と
同
時

に
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
大
好
き
だ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

を
購
入
―
―
日
ご
ろ
か
ら
整
備
を
し
、
サ
ー
キ
ッ
ト
で

走
行
す
る
そ
う
で
、「
サ
ー
キ
ッ
ト
で
走
る
と
ス
ト
レ

ス
解
消
に
も
な
り
ま
す
」と
い
き
い
き
し
た
表
情
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
も
好
き
で
、
あ

て
も
な
く
遠
く
ま
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
と

か
…
。
職
場
で
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
。「
チ
ー
ム
の

雰
囲
気
が
と
て
も
良
い
の
で
頑
張
れ
ま
す
」と
、
仲
間

と
共
に
練
習
や
試
合
に
取
り
組
む
こ
と
も
楽
し
み
の
一

つ
の
よ
う
で
す
。今
後
の
目
標
は
向
上
心
を
持
つ
こ
と
。

仕
事
に
も
趣
味
に
も
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
と
話
す

貴
大
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
ね
。

さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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村
内
に
は
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
が
管
理
す

る
常
磐
自
動
車
道
と
、
国
が
管
理
す
る
国
道
の
６
号･

２
４
５
号
が
通
っ
て
い
ま
す
。
国
道
の
番
号
は
か
つ
て

一
級
国
道
と
呼
ば
れ
た
一
け
た･

二
け
た
国
道
と
、
そ

の
他
の
三
け
た
国
道
と
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
水
戸
で
接

続
す
る
50
号
と
51
号
の
よ
う
に
番
号
の
続
く
道
も
あ

れ
ば
、
ド
ラ
マ
や
楽
曲
で
描
か
れ
る
な
ど
、
有
名
な

２
４
６
号
の
よ
う
に
東
海
村
か
ら
離
れ
、
東
京
か
ら
西

に
向
か
う
道
も
あ
り
ま
す
。

都
道
府
県
の
管
理
す
る
道
路
は
、
各

自
治
体
が
主
要
地
方
道
と
し
て
管
理
し
、

地
域
的
な
幹
線
道
路
は
国
の
指
導
で
同

一
の
番
号
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
茨
城
県
道
１
号
は
県

境
の
仏
ノ
山
峠
を
過
ぎ
る
と
栃
木
県
道

１
号
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
道
路
は
、

知
事
が
議
会
の
議
決
を
経
て
指
定
し
ま

す
。
村
内
の
県
道
は
、
31･

62･

２
８
４･

２
８
５･

３
５
８
号
の
５
路
線
で
す
。
私

た
ち
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
網
の
目
の
よ

う
に
つ
な
が
っ
た
多
く
の
村
道
と
私
道

を
活
用
し
て
日
々
生
活
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た「
陸
前
浜
街
道
」や
水
戸
藩

の
支
配
下
、
村
々
を
つ
な
い
だ
道
は
時
代
の
変
化
を
受
け

発
達
し
た
り
消
滅
し
た
り
、
ま
た
利
用
度
に
よ
っ
て
拡
幅

さ
れ
た
り
改
修
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
変
化
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。
現
在
も
必
要
に
応
じ
て
道
路
は
新
設
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
忘
れ
さ
ら
れ
て
消
滅
し
た
道
も
数
多
い
の
で
す
。

合
併
前
の
旧
石
神
村
村
道
１
号
は
、
旧
村
松
村
村
道
１

号
と
接
続
し
現
在
の
村
道
に
な
り
ま
し
た
。『
東
海
村
史
』

に
よ
れ
ば
古
代
の
官
道
を
た
ど
る
道
だ
そ

う
で
す
。
現
在
、
中
央
公
民
館
の
講
座
で

学
ん
だ
皆
さ
ん
に
よ
り
、
こ
の
道
筋
を
膨

ら
ま
せ
、
村
内
の
ほ
か
の
道
路
ま
で
を
調

査
し
て
沿
線
で
見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
見

ど
こ
ろ
を
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ「
し
の
ぶ
」

「
感
じ
る
」「
御
利
益
」の
あ
る
コ
ー
ス
と
し

て
ま
と
め
た
案
内
書『
ぶ
ら
ら
東
海
さ
ん

ぽ
み
ち
』が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

〝
ふ
る
さ
と
歴
訪
〞の
身
近
な
手
始
め

と
し
て
、
案
内
に
従
っ
て
自
ら
歩
い
て

眺
め
、
関
心
を
持
ち
、
い
か
な
る
も
の

か
研
究
し
、
自
分
の
郷
土
を
再
発
見
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

元
茨
城
県
立
歴
史
館
史
料
部
長

宮
澤 

正
純

『ぶらら東海さんぽみち』は『ぶらら東海さんぽみち』は
村内の写真が満載の続編（右下）も完成した村内の写真が満載の続編（右下）も完成した

村村

散散
のの

歩歩
道道


